
蒲生町タク年制豚

鹿児島パリナ (昭和63年 )

ノヽ幡本目撲 (蒲生ノヽ幡ネ申ネ土境内)(昭和591三 )

浩宮様紙すき工場を御見学 (昭和63年 )

昭
和
６３
年
貧
九
八
八
）

３
・
２９
　
鹿
児
島
パ
リ
ナ
エ
場
誘
致
（
６
月
操

業
開
始
）

６
・
１
　
野
村
正
三
氏
を
町
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
技
術
保
持
者
と
し
て
認
定

７
・
‐８
　
壮徊宮
様
、
鹿
児
島
国
際
火
山
会
議
開
会

式
御
出
席
の
途
次
、
蒲
生
に
立
ち
寄
ら
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、太
鼓
踊
り
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す
き
工
場
等
御
見
学
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鹿
児
島
共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ
業
株
式
会
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立
地
協
定
調
印
（平
成
元
年
４
月
、操
業
開
始
）

９
　
株
式
会
社
泉
精
密
金
型
製
作
所
立
地
協

定
調
印

‐１
・
３
　
町
制
施
行
６０
周
年
記
念
式
典

１１
　
町
花

「イ
ワ
ツ
ツ
ジ
」
、
町
木

「ク
ス
」
、

町
木
「メ
ア
サ
ス
ギ
』
指
定

＊
環
境
庁
に
よ
り
「蒲
生
の
ク
ス
」
が
日
本

一

の
巨
樹
に
認
定
さ
れ
る

昭
和
６２
年
二
九
八
七
）

４
　
国
鉄
分
割
民
営
化
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に

７
　
世
界
の
人
口
５０
億
人
突
破

１０
　
Ｎ
Ｙ
で
株
価
暴
落
、ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー

〈流
行
語
）
ジ
ャ
パ
ン
バ
ツ
シ
ン
グ
、
朝
シ
ャ

ン
、
マ
ル
サ
、
懲
り
な
い
○
○
、

○
○
記
念
日

昭
和
６３
年
■
九
八
八
）

３
　
生目
函
ト
ン
ネ
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開
通
上
自
函
連
絡
船

廃
止

６
　
リ
ク
ル
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ト
疑
惑
発
覚
。
牛
肉
・オ
レ

ン
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自
由
化
日
米
交
渉
決
着

９
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和
天
皇
重
体
に

〈流
行
語
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ド
ー
ピ
ン
グ
、
自
粛
、
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
、
ド
ラ
イ
戦
争
、
濡
れ

落
ち
葉
、花
モ
ク

鹿児島共和コンクリートエ業 (昭和63年 )

被害の最も大きかつた蒲生八幡神社

(昭和60年 8月 31日  台風 13号 )
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蒲生町3秒年制豚
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平
成
４
年
含
九
九
こ

３
　
竹
細
工
作
業
所
設
置

９
　
特
別
養
護
老
人
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ム
「大
楠
苑
」事
業
開
始
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鹿
児
島
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プ
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‐２
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ト
操
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開
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‐
―
‐
成
‐
■

４
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九
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仇

一
Ｃ
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・

一
　

　

・　
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＊
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ロ
風
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害
１４
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円
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＊
　
蒲
生
中
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運
動
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整
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４
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Ｏ
協
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毛
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ス
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シ
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打
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上
げ

＊
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の
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５
日
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始
ま
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行
語
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ほ
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バ
ツ
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献
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６
年
二
一方
九‐
■
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一
●
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６
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下
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和
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ご
結
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非
自
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連
立
内
閣
成
立
、
５５
年
体
制

の
終
結
。
鹿
児
島
８
・
６
災
害
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発
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Ｅ
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発
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ー
ハ
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劇
、
リ
ス
ト
ラ
、
コ

ギ
ャ
ル
、
Ｆ
Ａ

= 49

商店街活性化センターオープン(平成3年 3月 )東洋シヤッター (平成元年 )

鹿児島高牧カントリークラブオープン(平成4年 10月 )

河り公園設置 (平成2年)コ イのつかみ取り大会
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蒲生町タク年棚豚

日本一 大楠どんと秋まつり(蒲生八幡神社境内 蒲生小学校校庭)

鎮守の森の芸術祭 (ソウル中央国楽管弦楽団)

平
成
９
年
含
九
九
七
）

３
　
西
浦
小
体
育
館
完
成

米
丸
地
区
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
完
成

４
　
蒲
生
町
防
災
行
政
無
線
稼
働
。
Ｊ
Ｒ

バ
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帖
佐
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よ
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国
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開
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友
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９
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催
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岡
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鎮守の森の芸術祭 (蒲生郷太鼓坊主)

アイガモ
みのりの広場 (愛蒲生レース )

5  2

鎮守の森の芸術祭 (ソウル中央国楽管弦楽団)

平
成
十
年
六
月
十
日

友徳橋完成 (平成 10年 )
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|・

天皇 皇后両陛下が蒲生町へお立ち寄り(大楠苑をご視察 )

蒲生町物産館「くすくす館Jオープン(上久徳地区)県営おおくす団地と町営おおくす団地が完成

‐平
成
＝
■
●
一〇
０
こ
●
●
一　
・
一
●
●
一●
一

３
　
蒲
生
駐
在
所
の
完
成
（上
久
徳
地
区
）

３
　
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
（北
地
区
）

８
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
第
１
次
サ
ー
ビ
ス
稼
働

９
～
‐０
市
町
村
合
併
に
関
す
る
座
談
会
開
催

１０
　
蒲
生
町
巡
回
バ
ス
運
行
開
始
（全
６
コ
ー
ス
）

１０
　
市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施

１０
　
お
お
く
す
た
う
ん
内
の
公
営
住
宅
新
築

工
事
に
着
手

‐２
　
蒲
生
町
総
合
体
育
館
（お
お
く
す
ア
リ
ー

ナ
）
建
設
に
着
手

，
‐‐成‐‐
■
一

，
０

，
●
●

●
●
●
●
●
●
●

２
　
蒲
生
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

４
　
蒲
生
町
物
産
館
「く
す
く
す
館
」
オ
ー
プ

ン
（上
久
徳
地
区
）

４
　
姶
良
西
部
合
併
協
議
会
の
設
置

６
　
県
営
お
お
く
す
団
地
が
完
成

８
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
第
２
次
サ
ト
ビ
ス
稼
働

西
浦
団
地
（第
２
・
‐１
区
画
）
分
一譲
開
始

町
営
お
お
く
す
団
地
が
完
成

漆
地
区
簡
易
水
道
事
業
供
用
開
始

天
皇

畠
三
后
両
陛
下
が
蒲
生
町
へ
お
立

ち
寄
り
（大
楠
苑
を
ご
視
察
）

平
成

‐‐
１４
年
０
一つ
つ

し

・　

　

　

・一
●
．

１
～
牛
肉
偽
装
事
件
や
食
品
不
正
表
示

相
次
ぐ

３
～
疑
惑
絡
み
で
辻
元
、
加
藤
、
田
中
の

衆
議
院
議
員
辞
職

５
　
中
国
、
濤
陽
の
日
本
総
領
事
館
に
北

朝
鮮
一
家
が
駆
け
込
み
亡
命

５
～
サ
ッ
カ
Ｉ
Ｗ
杯
日
韓
共
同
開
催

９
　
初
の
日
朝
首
脳
会
談
、
そ
の
後
拉
致

被
害
者
が
２４
年
ぶ
り
に
帰
国

１０
　
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
日
本
初
の
ダ
ブ
ル
受
賞

〈流
行
語
〉
タ

マ
ち
ゃ
ん
、
ベ
ッ
カ
ム
様
、

ム
ネ
オ
ハ
ウ
ス
、
び
み
ょ
―
、

イ
ヶ
メ
ン

一平
一
一‐‐‐‐５‐‐
■
・一一．一一〇
０
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

３
　
米
英
軍
と
イ
ラ
ク
が
開
戦

５
　
り
そ
な
グ
ル
ー
プ
に
公
的
資
金
投

入
決
定

６
　
有
事
関
連
法
が
成
立

９
　
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ズ
ー８
年
ぶ
り
の
リ
ー

グ
優
勝

衆
議
院
選
挙
で
民
主
党
が
躍
進

イ
ラ
ク
日
本
人
外
交
官
２
名
が
銃

撃
で
死
亡

‐２
　
政
府
は
イ
ラ
ク
ヘ
自
衛
隊
派
遣
を
決
定

〈流
行
語
〉
な
ん
で
だ
ろ
う
～
、
バ
カ
の
壁
、

セ
ン
ブ
、
お
れ
お
れ
詐
欺

1110109
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蒲生町じレ年型豚

国際交流協会を設立

購饉臓『意大曲小学機休機鐵

大山小学校の体校式新留小学校の休校式

知事と語ろ会を開催通りみちじるベ

(標柱 24基 )完成

平
成
１９
年
含
一〇
０
七
）

３
　
車
田
団
地
（６
区
画
）
分
譲
開
始

３
　
第
６
次
蒲
生
町
総
合
振
興
計
画
の
改
訂

４
　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
（お
お
く
す

ア
リ
ー
ナ
　
ほ
か
）

４
　
新
留
小
学
校
・大
山
小
学
校
の
体
校

４
　
大
楠
ち
び
っ
子
園
送
迎
バ
ス
（猫
バ
ス
）

運
行
開
始

４
　
国
際
交
流
協
会
を
設
立

４
　
蒲
生
御
仮
屋
文
書

（１
１
８
０
点
）
、
県

有
形
文
化
財
（古
文
書
）
に
指
定
さ
れ
る

７
　

ふヽ
る
さ
と
美
化
活
動

（７
，３
０
０
人
の

ご
み
拾
い
）
の
実
施

８
　
姶
良
西
部
任
意
合
併
協
議
会
を
設
立

９
　
知
事
と
語
ろ
会
を
開
催

１１
　
関
東
蒲
生
会
が
記
念
植
樹
貧
仮
称
）ふ
る

さ
と
を
思
う
丘
）

平
成
２０
年
↑
一．Ｏ
Ｏ
Ａ
Ｙ
・　
一
●
●

・
．

４
　
町
中
ポ
ケ
ツ
ト
パ
ー
ク
完
成

11

通
り
み
ち
じ
る
べ
（標
柱
・
２４
基
と
ん
成

久
末
（野
川
沢
）
工
業
団
地
敷
地
整
備
が

完
成
（約
２
０
，０
０
０
２じ

ま
ち
並
み
保
存
条
例
を
制
定

下
中
原
団
地
が
完
成
（上
久
徳
地
区
）

姶
良
西
部
任
意
合
併
協
議
会
が
休
止

Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

・
み
ん

な
の
体
操
会
（蒲
生
中
学
校
校
庭
）

（仮
称
）ふ
る
さ
と
を
思
う
丘
の
整
備
に
着
手

県
立
蒲
生
高
等
学
校
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
が
高
校
総
体
ベ
ス
ト
８
進
出

観
光
用
駐
車
場
整
備
事
業
に
着
手

（旧

体
育
館
の
解
体
）

町
制
施
行
８０
周
年
記
念
式
典

平
成
１９
年
含
一〇
〇
七
）

１
～
止
ま
ら
ぬ
食
品
偽
装

２
～
「消
え
た
年
金
」
で
社
保
庁
に
怒
り
沸
騰

７
　
参
院
選
で
自
民
党
が
歴
史
的
惨
敗

８
　
米
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
で
世
界
の
経

済
・金
融
に
混
乱

９
　
安
倍
晋
三
首
相
が
突
然
退
陣

Ｈ
　
守
屋
前
防
衛
次
官
を
逮
捕

Ｈ
　
原
油
が
１
バ
レ
ル
＝
１
０
０
ド
ル
に

迫
る
。

バ
イ
オ
燃
料
で
穀
物
価
格
も
高
騰

〈流
行
語
〉
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
、

ハ
ニ
カ
ミ
王
子
、
そ
ん
な
の

関
係
ね
え
、
鈍
感
力
、
大
食
い

平
成
２０
年
↑
一〇
〇
八
Ｉ
一
一
●
一
●

．

１
～
原
油
高
に
物
価
高
、
「第
３
次
オ
イ
ル
・

シ
ョ
ッ
ク
」
が
勃
発

５
　
中
国
南
西
部
の
四
川
省
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
９
の
地
震
が
発
生

６
　
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
の
民
主
党
の
指

名
候
補
争
い
で
オ
バ
マ
氏
が
勝
利

６
　
秋
葉
原
で
無
差
別
殺
傷
事
件
が
発
生

６
　
岩
手
・宮
城
県
で
地
震
発
生

７
　
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催

８
　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
開
催

９
　
福
田
首
相
辞
任
、
麻
生
内
閣
発
足

〈流
行
語
〉
居
酒
屋
タ
ク
シ
ー
、オ
モ
ロ
ー
ー
、

来
た
―
―
、
グ
～
―
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
、暫
定
税
率

4 47 7 7766

町中ポケットバーク完成
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